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金井年
1.はじめに
17 
バロック都市 (BaroqueCity， Barockstadt)の概念は元来建築学の
分野で主に使われており、ノミロック建築 (BaroqueArchitecture)と一
体化した形で取り扱われることが多L、。しかし本稿では UrbanDesign 
の問題に焦点を絞り、 Salzburg市を主な具体的事例として，若干の検討
を試みたし、。なおくバロック〉なる言葉は文学や美術の分野でも一般的に
用いられており、定義が暖昧である。ただ小稿ではこの点について深入り
するものではない。
さて、バロック期に先行するものとしてルネサンス期が措定されており、
さらに中世、古代と遡ることになる。実際には中世都市とルネサンス、あ
るいはバロックとの聞の境界は莫然としたものである。当然ルネサンス盛
期とパロ yク期との境界も流動的であるが、歴史的に言えば、バロック時
代は Michelangeloが亡くなった1564年頃から、 18世紀中頃までを指す
ものとされる。1)
ところでバロック都市の典型例としては Romeのをはじめ、様々な都
市が取りあげられているが、必ずしも統ーされた尺度が用いられているわ
けではなし、。この用語は後世、特定の時代の特定の都市のプランを類型化
するために措定されたものであるから、概念規定に相違が生じるのは、当
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然とも言えよう。
1. バロック都市の性格
L. Mumfordによれば、〈パロ γク〉とし、う用語は相反する 2つの意味
を持つ。3)一つは道路プランや都市計画などにみられる数学的、重商主義
的、方法的側面であり、もう一つはこの時代の絵画、彫刻にみられる官能
性、反逆性、反古典性、反機械性などの面である。ここで述べるパロック
が前者を取り扱っているのは言う迄もなL、。
以上を念頭に置いた上で、 E.A. Gutkindの所説を見てみたし、。彼は
バロ y ク都市のプランを Romeを対象として分析し、その特徴を次の5
点に整理している。4)
1. Axis and Symmetry (軸と対称)
2. Movement and Volume (動きと量感)
3. Unification and Perspective (統一性と見透し)
4. Animated Architecture (活気に富んだ建築物)
5. Monumental Synthesis (モニュメントの統合〉
内容をごく簡潔に要約する。
1.一一広場と宮殿とはその関連において最上のバランスが保たれており、
axial symmetryの論理がその全体的構図を支配しているとする。そして
これがのちのバロックの cityplanningの先駆けとなるとしている。
2.一一視覚上の一種のトリックが観察者にこのような効果をもたらすとし、
Piazza S. Maria della Pace， Piazza di S. Ignazioを例として、その
具体的な手法が纏説されている。この両者は無関係ではなく、相互作用の
もとに成り立つものである。
3.一一Piazzaand Scala di Spagnaと Piazzadel Popoloを具体例
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として取りあげ，個々の部分の統一性について論じる。そして Piazzadi 
Spagnaにおける三次元的な問題一一高さ、幅、奥行きーーの解決法とし
ての perspectiveの概念が提示される。
4.一一建築物を animateさせる要因としての水の豊富な使用について述
べられ，それが visualand emotional excitementをもたらす、とす
る。さらに idealinstrument of city planningとしての泉の効用につい
て、具体例を適宜あけ.つつ、論がすすめられていく。著者の言葉を借りれ
ば、“Baroquecity planning is unthinkable without fountains， 
without fteeting architecture of cascades and ponds"とし、うこと
になる。また泉はどこに作られるべきかという立地の問題についても、具
体的に述べられている。
5.一一教皇と建築家一一具体的には Albertiや Berniniなどーーの元来
の visionを復原すべく、現代の形態を過去に遡及させ、過去の city
planningを多角的に検討する試みがなされている。
Gutkindの整理はやや雑然とした印象を否めないし、これらがノミロッ
ク都市といわれるものすべてに該当するかどうか、疑問も感じられる。の
しかし小稿で主な対象とする Salzburg一一くドイツのローマ (Deutsches
Rom))とも呼ばれる一ーについては、かなり共通性を持ちうる諸概念の
ように思われる。以下、 perspective、広場 (RomeのPiazza，Salzburg 
での Platz)、道路、といった概念を KeyWordないし Merkmalとし
て論を進めたい。
11. 中世都市からルネサンス都市・バロック都市ヘ
先述のように、く中世)<ルネサンス〉くバロック〉の境は漸定的なもので
あるから、中世都市とルネサンス都市が類似した点を持つのは当然とも言
える。このことは特に「広場」という観点から明らかであって、 c.Sitte 
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は中世とルネサンス期において、都市の広場は公共生活の展開という点で
実際上の用途を有していたこと、共に交通から離れたところに噴水やモニ
ュメントが建てられ、広場の中央は空けられたまま残されていたこと、等
を述べている。6)しかし都市プラン上の変化は決して緩慢なものではない。
中世都市→ルネサンス都市→バロック都市という変容系列を設定できる
例としては、 Mannheimがあげられる。 R.E. Dickinsonによってその
processを整理すると、次のようになる。7)
Mannheimは元来は要塞であり、 RhineJIとNecker)1の合流点に、
選帝侯 FrederickIV世によって建設されたもので、それは1607年に遡る。
この中世都市は gridplanを有していたが、 1622年に Tillyによって破
壊され、第2の都市は1648年に同じプランをもって発生した。新しい移住
民(オランダ人、ワルーン人、フランスからのユグノー教徒たち〉が招き
寄せられ、 人口も増加する。 1689年、 都市は LouisXIV世によって破
壊され、 1720年、第3の再建をみた。直線形プランを有する点は同様であ
る。
ここで注意しなければならないのは、〈城〉と〈都市〉の関係一一部分と
全体の関係と言ってもよい一ーである。第3の都市、すなわちバロック都
市としての Mannheimでは、城と都市が単一のプランとして layoutさ
れている。それ以前ではこの両者は全く分離していたので、ある。これがル
ネサンスとバロックを分かつ相違点といえよう。すなわちルネサンス都市
とはあくまで‘中世都市への付加、もしくは部分的改変の段階をさすのであ
る。L.Mumfordが、ルネサンス辻広場、道路、広場というものはあっ
ても、ルネサンス大通りとか、ルネサンス都市は心の中だけにしか存在し
ない、と述べている8)のも、そのような観点に立脚してのことであろう。
かかる論理的帰結として、中世都市→バロック都市という図式を想定すれ
ば，そこにかなり drasticな改変を認めることができょう。この点を
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Salzburgを例に述べてみることにするJ
IV. バロック都市ザルツプルクの形成一一中世都市からの移行一一
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Romeは中世からパロ yクへの移行がみられた都市で、あるが、広場は
古代から連続したものが残存していたし、10)道路も既存のものを改変した
ところがみられる。11)Salzburgではその点、事情が異なる。
まず岡市は RomanTown起源であるが、その時の集落 Juvavumは
歴史上、消滅するのであれ初代司教 Hl.Rupertus (在位696~718年)
が来往するまでは廃撞であった。したがって中世都市 Salzburgは古代と
の連続性を持たなし、。中世、 Salzburgは商業都市としての発展をみるの
であるが、その点は本論のテーマとするところとややはずれる。
中世都市 Salzburgに徹底的改変を加えたのが Wolf Dietrich von 
Raitenau (在位1587~1612年〉である。彼はローマ教皇 Pius IV世の甥
の子息であり、ミラノの家系の出で、 hl.Karl Borromausの姻戚にもあ
たる。 Romeで修養を積んだ彼が、町を Rome風に改変しようと企図
したのは不思議ではない。以下、彼によるプランの改造について論及して
いくが、次のことを念頭に置いておく必要がある。
一般に司教座都市 (Bischofsstadt)の典型とされる Salzburgは、土
地所有ないし支配権の観点からすれば、 2つに大別されうる。一つは教会
支配区 (geistlicheStadt)の部分であり、もう一つは定住した商人たち
が核となって成立した市民都市 (Burgerstadt)の区域である。面積的に
は前者が広大であり、例えば13世紀における都市の支配権力として、 St.
Peter (聖ベテロ修道院)、 Domkapitel(司教座教会参事会)、 Nonnberg
(ノンベルク修道院〉があげられ、都市域を3分割していた。12)それに対
し、 Burgerstadtの部分は主に Zalzach)'1沿いの区域一一今日の Get-
reidegasseの部分も含まれる一ーであり、 Wolf.Dietrichが都市改造の
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大詑を振るったのは、専らこの区域についてである。
1587年3月、 Salzburgの領主大司教 (Fursterzbischof)に選出され
たWolf Dietrichは、その生涯に70あまりの建築計画を企図している。13)
それ故彼は ))Grunderdes barocken Salzburg((と呼ばれたりするのだ
が、その都市改造に決定的 impactを与えたのが、 1603"""'04年に実現し
図1 Salzburg (1587年)(G. W. Seunigによる〉
盟公共建築物儲院・教会・制草堂、
陸選週虚聞
協護費纂t也
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た VincenzoScamozzi (1552~1616年〉との出会いである。 Scamozzi
が与えた影響については議論の余地があるにせよ、その mainとするとこ
ろが焼失した Domの再建(後出〉と、その近辺の区画整理.簡潔に言え
ば市民の家々一一史料によれば55軒一ーの撤去と、それによる諸広場の創
出によって、都市内における perspectiv~ を良くすることにあったのは、
題公共建築物修道院で礼拝堂
庭園
墓地
〆司
図2 Salzburg (1612年)(G. W. Seunigによる〉
①今日の AlterMarkt ②今日の Waagplatz
③今日の Mozartplatz ④今日の Residenzplatz
⑤今日の Domplatz ⑥今日の Kapitelplatz
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写真1 MODELL DER ST ADT SALZBURG 1M JAHR 1612 
疑いないo
Holzmodell auf Platte， 200 x 200 cm 
von Michael Konecny， nach Plan v. Georg W. Seunig. 1987 
(Salzburger Museum， 1992年8月撮影〉
Wolf Dietrich による改造以前と以後の都市平面図が G.W. Seunig 
によって作図されているので、14)以下この2枚の図を比較しつつ、論を進
める(図1・図2)。
Dom周囲が整理され、雑然とした様栢が一変したことは、すぐに理解
できる。このような整理は建築物の高さにも及んでおり、復原模型によれ
ば(写真 1)、一般建造物の高度は均等化されており、そこに landmark15)
としての Rathaus，および修道院、教会の塔が釜え立つ景観を呈してい
るのである。
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v. ザルツブルクの構成要素一一Domと広場一一
以上述べてきたような過程で、今日我々が自にする Salzburgの原形が
できあがったことになる。次に、構成要素別の素描を行ない、さらにper-
spectiveの観点、から若干論及する。
くDom>8世紀に Virgil司教が建造した Kathedralが存在したが、
1598年の火災によって損害を被った。一説には Wolf Dietrich自身が己
れの都市改造のために、火を放ったのだという。16)Scamozziが再建のプ
ランを企てるが Dietrichの治世中には実現せず、その後継者、 Markus
Sittikus (在位1612~19年)の治世下で、 Santino Solariにより今日の
形一一早期バロック様式一ーでの再建をみた(1628年〉。両側に尖塔が聾
える Doppelturmの形式をとり、その高さは 82mである。
くResidenzplatz>西部が Residenz(司教館)に接し、他の諸広場に比べ
て政治的意味あいが強いといえる。 Wolf Dietrichの改造以前は墓地で
あった。
くKapitelplatz>建築物が入り組んでいたのを Wolf Dietrichが一掃、か
なり広大な広場が創出された。ただし1612年時点では、まだ一部公共建築
物が存在していたようである。
くWaagplatzu. Mozartplatz>この2つは Residenzplatz北東部に位置
する。 Waagplatzは stadtischeFronwaagが存在したことに由来し、
Burgerstadt最古の広場である。17)Mozartplatzは元来、 Michaelplatz
と称した。図2でその地に矩型の区画がみられるのは Wolf Dietrichが
弟、 JakobHannibal von Raitenauに贈った Hannibal-Palastがあ
ったと推定されている場所である。この建築物については不明な点が多
い。18)またこれは意図的に作られた広場ではなく、新館 (Neubau)の北
方への拡張が中止されたといういきさつで、できたものである。19)
〈???』???
?
?
? ? ? ?
??????、???』????、?
?
〉??????????
? ?????
M 
Ili$[ 
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くAlterMarkt>この広場は WolfDietrichの改造以前から存在してお
り、その成立経過について述べておこう。20)
図3の 2.Marktplatzが現在の AlterMarktにあたる。最古の市場
広場は Porta、すなわち Haupttorzum Bischofsburgのすぐ前に成立
したことは図から読みとれよう。しかし購売物の急激な供給の増加は、よ
り大規模な市場広場の成立を必要とした。 1300年ごろのことで、これによ
って狭い Judengasseを経由しての困難な運送は消失し、 Stadtbrucke
とMarktが直接に結ぼれるようになった。そして15世紀以降は、各通り
に沿っての販売品目についての特化機能が進展する。例えば Milchgasse
では実際に乳製品、 Holzmarktでは各種木材、わら、干し草等が版売さ
れていたのである。ちなみに橋は Wolf Dietrichの都市改造の際に移転
されている(図1と図2を比較。図3では前者の位置にある〉。
くDomplatz>1660年一ーしたがって Wolf Dietrichよりも後世一大司
教 GuidobaldThun (在位1654"""'68年〉によって、 Domのファサードを
とり囲む形で柱廊が建設され、成立した広場である。正確な長方形プラン
を有し、北部は Residenzと接する。 scaleは奥行 77m、間口 59mで
ある。21)
このように現在みられるすべての広場、あるいは Domは必ずしも
W olf Dietrichの治世下の時代に rootsを持つてはいない。しかしそこ
にある種の法則性がみられるのも事実である。 Dom と Domplatzは
Gutkindの整理した、 Axisand Symmetryにまさに合致している。
次に、 C.Sitteのいうくパースベクティブの効果〉の例を、 2つ程あげて
みよう。
VI. ザルツブルク市における Perspektiv
〈例1> Domplatz正面の柱廊をくぐると、そこに Domの威容が聾え
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写真2 Domplatz正面から Domをのぞむ
(1992年8月撮影〉
る(写真2)。仮に人間の目の高さを1.5mとしたとき、 Domの先端
は垂直に約460、また Domの真正面に立ったとすれば、ファサード全体
は水平方向に約370の角度で自に入ることになる。22)なお図上で塔の真北
に線を伸ばし、 Residenzplatzの端に当るところからの距離を測定すれ
ば、約87m(仰角約430入 Mozartplatzにある Mozartdenkmalから
測定すれば約 158m(仰角約270) としづ数値が得られる。ちなみに270と
いう角度は、 P.Zuckerが垂直方向で個々の建築物を知覚するのに一番適
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写真3 Kapitelplatzから Hohensalzburg城をのぞむ
(撮影1992年8月)
した角度としたものである。23)
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く例2> Dom 南側の柱廊を抜けて Kapitelplatz に入ると、 Kapitel-
schwemmeとよばれる噴水と、 Hohensalzburg城24)が一望できる(写
真 3)0Monchsberg上に釜えるこの城は、 Domとともに Salzburgの
Symbol ともいうべきもので、市内の各所から眺望が可能である。もち
ろん Kapitelplatz成立以前は、このような角度からは城は視界に入らな
かったわけである。 C. Sitteがその著書でくり返し述べているテーマ、
くパースペクティブの効果〉は Salzburgにおいては、 Domばかりでな
30 
く、この城についても該当する概念のように思われる。
VII.総括
1.くバロック都市〉を細部に渡って定義することは困難で、ある、というよ
り意味がなし、。この概念はある大枠の中で把えられるべきものであれ詳
細についてはf1exibleに考えてよいのではなかろうか。Romeに該当する
ことが他の所謂くバロック都市〉にも言えるかどうか、疑わしいことは文
中でもふれた。くドイツのローマ〉と言われる Salzburgについても、例
外ではなし、。ただ E.A. Gutkind等が設定した criteriaが有効性を持
ちうるのも事実であり、小稿ではそれを適宜援用した。
2.今後、くバロック都市〉成立の要因、経済的裏付けについて研究の必要
があろう。くルネサンス都市〉が、 Scamozziによる PalmaNova等、
一部の例外を除いて実現しなかったのは、結局それを実現しうる権力およ
び経済的基盤がなかったからではないか。都市支配者による権力の強大化
と経済力が結びついて、初めて都市の大改造が可能となるのである。社会
経済史学と都市形態論を linkさせて論をすすめていけば、より説得力の
ある見解を導き出しうるように思う。
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u.H. Spatzenegger， hrg' Geschichte Salzburgs-Stadt und Land， 
II/4 Salzburg 1991 S. 2161 
14)図は Univ.Salzburgの Dopsch教授からネガフィルムを拝借し、拡大し
た写真からトレースした。復原資料として使用されたものを、製作者自身
の表現によって紹介しよう。 "DieRekonstruktion der Stadt Salzburg 
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erfolgte durch Auswertung von Katasterplanen als Grundlage， 
Chroniken und Hauserchroniken als Quellen， Bauphasekarten， Bau-
alterplanen， Ausgrabungsergebnissen， fruheren Rekonstruktionen， 
alten Ansichten und alten Lichtbildern.“U. Engelsberger u. F. 
Wagner， Red.， Fursterzbischof Wolf Dietrich von Raitenau - Gr伽・
der des barocken Salzburg (Katalog der 4. Salzburger Landes-
ausstellung)， Salzburg 1987 SS.308~309。なおこのうち、復原資料とし
て有用な絵画類が多数収録されている、 F.Fuhrmann， Salzburg in alten 
Ansichten， (Residenz Verlag)は絶版になっており，入手できない。次
の文献が参考になるので挙げておく。J.Neuhardt， hrg， Schones altes 
Salzburg (Dommuseum zu Salzburg)， Salzburg 1989. 
15) Landmarkの概念については、K. Lynch， The Image of the City， 
Harvard 1960丹下健三・富田玲子訳『都市のイメージ』岩波書庖 1968 
98~104頁参照。
16) Seunig， a.a. O. S. 2168. 
17) H. Dopsch， Die wirtschaftliche Entwicklung， H. Dopsch， hrg， 
Geschichte Salzburgs - Stadt und Land， 1/2 Salzburg 1983 S. 763. 
18) Seunig， a. a. O. S. 2166. 
19) Seunig， a. a. O. S. 2173. 
20) H. Dopsch， a.a. O. S. 762任.
21) Vermessungsamt (Plan Kammer)で入手した 1: 1000 Katasterplan 
によって図上計測した。
22)人間の目が水平方向・垂直方向において、どの程度の角度で知覚しうるか
については、 P.Zuckerが論及している(注1)9頁〕。他の都市におい
てもこのような観点、から計測、比較を行なえば、そこに一定の法則性を見
い出す可能性はあろう。
23)注22)
24) Festung Hohensalzburg は Gebhard 大司教(在位1060~88年〉の代に
建設され、その後時代とともに改変が加えられていく。 Gebhardは南ド
イツのカトリック教団の最も重要な擁護者であり、城は皇帝権力に対する
防御施設としての意味を持つものであった。城が現在のような形になるの
はLeonhardvon Keutschach (在位1495~1519年〉の代である。次の文
献を参照。 H.Dopsch u. P. M. Lipburger， Das 16. Jahrhundert-
von Leonhard von Keutschach zu Wolf Dietrich von Raitenau (1519 
1587)， Geschichte Salzburgs一一Stadtund Land， II/4. 
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付記 小稿執筆の機会を与えて下さった本学の高橋正教授、 Salzburg滞在中
にお世話になった UniversitatSalzburgの HeinzDopsch教授、 Salzburger
Museum: Carolino Augusteumの ErichUrbanek博士、岡市 Stadtarchiv
の Weidenholzer博土に謝意を表するものです。また Dopsch教授を御紹介下
さった小倉欣一教授をはじめとする比較都市史研究会の諸先生方にも、この場を
借りてお礼申し上げます。
(大阪府立清友高等学校教諭〉
